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広島県看護連盟青年部　平成2５年１月発行

みなさん、こんにちは。私たちは広島県看護連盟青年部です。
私たちは、若手会員の皆様に、看護連盟や政治にもっともっと興味・関心を持ってもらうことを目的として
活動しています。
このたび、青年部の活動内容をもっと多くの方に知っていただこうと思い、「スプラウト通信」を発行するこ
とにしました。
スプラウト…といいますと、「芽」という意味があります。青年部のポスターにも掲載されていますが、看護
師の新しい芽＝若手会員を意味しています。新しい芽の力で、これからの看護連盟を一緒に盛り上げてい
きましょう！

今回の研修では、115名と予想を上回る
参加人数となりました。おかげさまで研
修会は大盛況のうちに終わることが出来
ました。準備時間が限られていて、見苦し
い点があったとは思いますが、精いっぱ
い頑張りました。今回の反省を次回に活
かしていきたいと思います。ありがとうご
ざいました。
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委員長　　有兼充章
委員　　　水戸博幸　吉國正義　松永賢治
　　　　　迫田佳子  新田茜
担当幹事　片島由美子

講演　｢看護を魅力的に｣
～政治的問題解決の取り組み～

講師　聖路加国際病院　藤野泰平
ディスカッション　｢声に出そう　あなたの悩み｣　

講演　「看護になぜ政治が必要か」
講師　聖路加国際病院　藤野泰平
GW　「職場環境について」

講演　「未来に不安を持つ若者へのメッセージ」
講師　参議院議員　髙階恵美子
GW 　｢今　私たちが出来ること｣

藤崎講師（前列左端）と共に
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グループワーク
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全国ポリナビワークショップ
 in 福島

「看護の過去 現在 未来 歴史を見つめよう」

「看護の未来を語ろう」

福島の現状を目の当たりにして、大変ショック
を受けました。この現状を忘れないことが大
切であり、震災のことから学ぶことがたくさん
ありました。全国の若手看護師が看護を盛り
上げていこうとしている姿を見ることができ、
刺激になりました。広島ももっと盛り上げてい
きましょう

青年部委員会で企画し、看護連盟の歴
史や看護の現状を若手看護師の方に分
かりやすく伝えて、いければという思い
で寸劇を行いました。

参加者の感想
・寸劇で私たちが質問したい内容をそのまま聞いてもらえたの
で良かった。
・日頃政治に関心がなかったが、要望、改善社会的地位向上のた
めには国政に代表を送り出して個々に関心を持って活動する必
要が理解できた。

グループワークでは、それぞれのグループか
ら活発に色々な意見が出ていたと思います。
今の看護の現状をどう改善していけばいいの
かなど各グループからの発表は共感できる部
分が多くありました。またアンケートでは、他
の病院で働く方との意見交換ができたのは
良かったという意見が多数ありました。


